
 

 

令和７年２月 神河町区長会 会議次第 

ハートがふれあう住民自治のまち ～大好き！私たちの町 かみかわ～ 

 

と  き  令和 7 年 2 月 20 日（木） 

午前 9 時 00 分から 

ところ  神河町役場 3 階  第 3 会議室 

 

 

１．開    会 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

３．町長あいさつ 

 

 

４．協 議 事 項  ＝ 行政より ＝ 

（１）税務課から 

・集落公民館における確定申告会場の廃止予定について       （資料 1） 

 

（２）健康福祉課から 

・町ぐるみ健診申込書回収について                （資料 2） 

 

（３）住民生活課から  

 ・防災行政無線（同報系） システム操作卓の更新作業に係る 

一時運用の停止について                    （資料 3） 

 

（４）総務課から  

・令和 7年度町長懇談会の実施方法等について            （資料 4） 

 ・地域自治協議会の取組について                 （資料 5） 

 ・令和 7年度国勢調査調査員の推薦について            （資料 6） 

 ・令和 7年度地域伝統文化振興支援事業に係る該当団体の募集について（資料 7） 

・令和 7年度役場各課事業計画表について             （資料 8） 

 

 

５．区長会協議事項 

 ・令和 7・8年度各区新役員名簿の提出について             （資料 9） 
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６．今後の予定 

 ・４月定例区長会 

   日 時：４月２４日（木）午後１時４５分～予定 

※開始時刻は、３月２５日の広報と一緒にお配りする案内文をご覧ください。  

場 所：神河町役場本庁 ３階 第３会議室 

【４月区長会終了後、管理職を含めた懇親会を行います。】 

 

 

７．閉    会 

   藤原道廣副区長会長 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

・ひょうご人権ジャーナル「きずな」1・2月 
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No.　　　　

ところ〔　２月区長会　〕

と　き
令和７年２月２０日（木）　

神河町役場　３階　第３会議室

神 河 町 区 長 会 会 議 録 控
　開 会 ： 午前９時００分 ～

～区長会記録等にご利用ください～
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件　　　　　名 報告の必要性 区長会

報　　告　　先 報告期日 資料番号

町ぐるみ健診申込書回収について 必須

健康福祉課 4/28（月）

各区からの課題事項 任意

総務課 4/24（木）

地域自治協議会からの課題事項 任意

総務課 4/24（木）

令和7・8年度　各区新役員名簿の提出について 必須

総務課 決定後、至急

10
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9

6

5

報告等締切日一覧表

番
号

資料9

1

資料4

資料2

資料4

令和7年2月20日開催
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 現在、全国で自治体システム標準化＊1 が進められており、システムの稼働や情報管理がガバメン

トクラウド＊２で管理されることから、様々な行政システムが専用回線で接続された端末でしか使用

できなくなります。 

 このことから、令和８年２月以降の確定申告相談は「神河町神崎支庁舎」、「中央公民館」、「セン

ター長谷」の３会場となりますので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新田・作畑・大畑・越知・岩屋・根宇野・大山・猪篠・宮野・南小田・上小田・川上 地区の皆様へ 
 

 これまで実施していた各地区公民館等での確定申告相談は令和 8 年 2 月以降実施できません。 

 大変なご不便をおかけすることになり、誠に申し訳ございませんが、何とぞご了承ください。 

 変更後の会場については、改めてお知らせさせていただきます。 
 

************************************************************************************************* 
 
 

 

 スマホ又はパソコン＊インターネットに接続できる環境が必要ですとマイナンバーカードがあれば、

ご自宅から確定申告をすることが出来ます。 

 操作方法など詳しい情報は、国税庁（https://www.nta.go.jp/）の確定申告特設

サイトでご確認ください。 

 

 

  

イータ君 

   

用語解説 
＊1 システム標準化 とは 

令和 2 年 12 月に策定された「自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進計画」により住民記録システムや戸籍情報システム、税務システ
ムなど、20 の業務を令和 8 年 3 月末までに標準準拠システムへ移行することを言います。各地方公共団体が独自の仕様で使用しているシステムを標
準仕様のシステムに変更することによりコスト削減やＩＴ人材不足の解消、業務の効率化を図ることを目的としています。（神河町は令和 7 年 11 月
を目途に新しいシステムへ移行する予定です。） 

＊２ ガバメントクラウド とは 
デジタル庁の整備や普及により、日本政府や各自治体が利用する共通のクラウドサービス（データをインターネット上に保管すること。）を言います。公
共機関のＩＴシステムのセキュリティやコンプライアンスの向上とＩＴ利活用の効率化や高度化を実現するための取組です。 
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●初年度の住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の適用を受ける申告 ●住宅耐震改修特別控除等の適用を受ける申告

●土地、建物、株式等の譲渡所得の申告（繰越損失含む） ●先物取引（ＦＸなど）に関する申告 ●青色申告

●申告分離課税選択の上場株式等の配当所得の申告 ●暗号資産（仮想通貨）取引に関する申告 ●雑損控除の適用を受ける申告

●事業・農業収入が１，０００万円以上の申告 ●令和６年分確定申告書に係る納税証明書が必要な場合

町の申告相談会場では対応できない申告

ス
タ
ー
ト

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、

神
河
町
に
お
住
ま
い
で
し
た
か
？

令
和
７
年
１
月
１
日
に
居
住
し
て
い
た
市
区
町
村
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

令
和
６
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

収
入
な
し

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
失
業
給
付
金
等

の
み
の
方
は
、
非
課
税
収
入
の
た
め

「
収
入
な
し
」
に
該
当
し
ま
す

主
に
公
的
年
金
等
収
入

主
に
給
与
収
入

18歳以上で税法上誰の扶養にもなっていない

確 定 申 告

住民税申告

申 告 不 要

ただし、国民健康保険、介護保険、後

期高齢者医療保険に加入している方や

児童扶養手当を受給している方は、区

分判定のために必ず収入が0円である

ことの申告（住民税申告）が必要です

町内在住の親族の税法上の扶養になっている

18歳以上で、町外在住の親族の税法上の扶養になっている
住民税申告

公的年金等収入のみで158万円以下（65歳未満は108万円以下）

公的年金等収入のみで158万円を超え400万円以下で所得控除を

受ける人（65歳未満は108万円を超え400万円以下）

公的年金等収入が400万円以下で、他の所得が20万円以下

公的年金等収入のみで400万円を超える

公的年金等以外の所得が20万円を超える

その他控除の追加を受ける（医療費控除など）

１か所からの給与のみで、年末調整済み

申 告 不 要

給与以外の所得がある（所得20万円以下）

２か所以上から給与の支払いを受け、年末調整されなかった給

与の収入金額とその他の所得金額との合計額が20万円を超える

給与収入以外の所得が20万円を超える

給与収入が2,000万円を超える

年末調整に変更がある

いずれの給与も年末調整が済んでいない

その他控除の追加を受ける（医療費控除など）

申 告 不 要

住民税申告

確 定 申 告

・ 事業所得

・ 不動産所得

・ 農業所得

・ 雑所得

・ 一時所得

・ 配当所得（総合課税）

所得合計より控除が多い場合

所得合計より控除が少ない場合

住民税申告

確 定 申 告

町の申告相談会場では対応できない収入（下記に記載の申告）

確 定 申 告

e-Taxなどご自身での申告

もしくは姫路税務署が設ける

会場での申告

制度改正などによる国税申告の複雑化に伴い、下記の内容を含む確定申告は町の会場では対応できません。

e-Taxなどご自身で申告いただくか、姫路税務署が設ける会場（姫路労働会館）で申告してください。

い
い
え

はい

確定申告・住民税申告 フローチャート

ご自身の申告について、どの申告が必要になるか下のフローチャートでご確認ください。
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現行

システム標準化後

本庁ＮＷ

持出用ＮＷ 申告会場

本庁ＮＷ

持出用ノートPC（サーバー）

持出用ノートPC（クライアント）

税務LANサーバより持出用ノートPCサーバーに税務LANデータをコピーして持出

庁内PC

申告受付

税務LAN

申告受付

（オフライン）

税務LANガバメントクラウド

リモートデスクトップ接続

申告受付用

クライアントＰＣ

申告受付

申告受付用

クライアントＰＣ

申告受付

申告受付用

クライアントＰＣ

申告受付

・セキュリティー規約では、暗号化されていないデータの持出は

禁止となっています。

・税務LANではファイル持出を暗号化する仕組みがありません。

・DOSコマンドでのファイルコピーは暗号化ができない。

神河町役場

（中央公民館）
神崎支庁舎 ｾﾝﾀｰ長谷

神河町役場

（中央公民館）
神崎支庁舎 ｾﾝﾀｰ長谷
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 ( 公 印 省 略  )  

令和７年２月２０日 

各 区 長  様 

神河町長 山 名 宗 悟   

 

町ぐるみ健診申込書回収について（御依頼） 

 

 梅もほころび始める季節となりましたが、区長の皆様におかれましては、ますます

御清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素は、町保健事業に格別の御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

本町の国民健康保険一人当たりの医療費は、令和５年度で 50 万円を超えて県下ワ

ースト２位であり、依然高い状況にあります。医療費を削減するためには、まずは年

１回の健診を受けて、病気の早期発見・早期治療が必要です。 

各区長様には例年、健診申込書の回収・健診受診の集落放送等の受診呼びかけに御

尽力を賜り、ありがとうございます。区長様のお力添えもあり、令和 5年度の国保健

診受診率は 50.1%となり、県下１位となりました。 

つきましては、令和７年度におきましても、健診申込書の回収を下記のとおりお願

い申し上げます。人や地域の結びつきが健康意識を高め、元気で長寿な町を築くこと

ができると考えておりますので、御多用のこととは存じますが御理解と御協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．４月中頃までに健診申込書を各世帯に郵送にて配布を予定しています。 

２．４月２８日（月）までに各自治会で回収いただき、健康福祉課（神崎支庁舎） 

又は住民生活課（本庁）へ提出をお願いします。 

  ※但し期限までに回収の無い場合は、各自で役場に提出をしてもらうことを 

チラシに明記します 
 

大河内地区・越知谷地区につきましては、６月の町ぐるみ健診で健診開始日が 

早いため、期限内の回収にご協力お願いします。       

                         

【問い合わせ先】 

役場健康福祉課 藤原一・難波 

℡ 32－2421 
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事 務 連 絡 

                       令和７年２月２０日 

 

 各区長 様 

    

                      神河町住民生活課長  

                         長 井  千 晴 

 

    防災行政無線（同報系）システム操作卓の更新作業に係る 

一時運用の停止について（依頼） 

 

晩冬の候、貴職におかれましては益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は、防災行政無線（同報系）の運用について、格別の御理解と御協力を

賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、見出しのことについて、２月２２日（土）に操作卓の更新作業を行い

ます。 

つきましては、下記の時間帯に運用を一時停止しますので、地区遠隔放送で

即時放送又は予約をされる際は、この時間帯を避けて御利用いただきますよう

よろしくお願いします。 

 

 

記 

 

 

 運用停止日時 

   令和７年２月２２日（土） 午前９時３０分 ～ 午後０時００分 

                午後２時００分 ～ 午後３時００分 

 

 

【お問い合わせ先】 

神河町役場住民生活課 

  防災担当 森岡 昇則 

TEL：0790-34-0963 

FAX：0790-34-1556 
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令和７年度 町長懇談会の実施方法等について（お願い） 
 

 町長懇談会につきましては、令和２年度から町内４０区を７ブロックに分け、ブロ

ックごとに実施させていただきました。令和６年度から町内全域で地域自治協議会が

発足し、各ブロックの課題解決に向け取り組んでおられます。 

 今年度は各区の課題やご意見に加え、地域自治協議会での課題やご意見を区役員と

自治協役員の皆様にご出席いただく町長懇談会を予定しています。 

 

１．実施単位と方法 

   これまでと同様７つの行政ブロックで、区役員に加え自治協役員による意見交

換を行う。 

 

２．対象者 

   区役員、地域自治協議会 

 

３．テーマ 

   令和７年度の町の施策と各区及び各ブロック自治協の課題について 

 

４．実施時期【別紙日予定表のとおり】 

   ○実施時間は、令和７年５月２３日から６月１３日の週２日（火曜日と金曜日）、 

    会議時間は２時間以内の予定です。 

   ○日程表には町の希望日を記載させていただいておりますが、御都合が悪い場 

    合はブロック内で調整いただき、総務課まで連絡をお願いいたします。 

   ◎特に希望がなければ、別紙の事務局日程によりお願いします。 

 

５．開催場所【別紙日予定表のとおり】 

   ○開催場所についても記載させていただいておりますが、御都合が悪い場合は 

    各ブロック内で調整願います。 

   ◎特に希望がなければ、別紙の事務局日程によりお願いします。 

 

６．出席者 

   ○区、ブロック：各区役員３名及び自治協会長、事務局 

   ○役場    ：町長・副町長・教育長 他（関係管理職、事務局） 

 

７．課題の提出依頼 

   ○各区や各ブロックが抱える課題等を３項目以内で、別添の『各区・各ブロッ 

    クからの課題事項』に記載いただき、４月区長会（２４日）までに、総務課 

    に提出をお願いします。 

   ○その他、御意見・御希望があればお知らせください。 

 

８．懇談会内容 

   ○令和 7年度町の施策と各区や各ブロックでの課題やご意見について意見交換 

 

９．そ の 他 

    ブロック別町長懇談会とは別に、区の住民や区の団体などを対象とした意見 

    交換会（懇談会）については、区の要望に応じ対応させていただきます。 
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令和７年度 町長懇談会 予定表

新　　田

作　　畑

大　　畑

越　　知

岩　　屋

根 宇 野

山　　田

中　　村

粟 賀 町

福　　本

貝　　野

しんこうタウン

寺　　野

柏　　尾

加　　納

東 柏 尾

吉　　冨

杉

大　　山

猪　　篠

新　　野

野　　村

比　　延

寺　　前

鍛　　治

大　　河

上　　岩

高 朝 田

宮　　野

南 小 田

上 小 田

川　　上

大 川 原

本　　村

赤　　田

重　　行

為　　信

峠

栗

渕

ブロック 日時・開催場所 実施集落 備　　　考

粟賀北

５月２７日（火）
１９：００～

中村ドリームホール

越知谷

５月２３日（金）
１９：００～

大畑コミュニティセンター

大山

６月３日（火）
１９：００～

杉営農センター

粟賀南

５月３０日（金）
１９：００～

東柏尾区集落センター

小田原

６月１０日（火）
１９：００～

南小田農村環境改善セン
ター

寺前

６月６日（金）
１９：００～

寺前地域交流館

長谷

６月１３日（金）
１９：００～

センター長谷
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各区からの課題事項 

 

区名              ３項目以内 

                   令和７年４月２４日（木）までに総務課へ 

                   ＦＡＸ ０７９０－３４－０６９１ 

                   メール soumu@town.kamikawa.hyogo.jp 

課題項目名 詳 細 内 容 

１   

２   

３   
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地域自治協議会からの課題事項 

 

ブロック名              ３項目以内 

                   令和７年４月２４日（木）までに総務課へ 

                   ＦＡＸ ０７９０－３４－０６９１ 

                   メール soumu@town.kamikawa.hyogo.jp 

課題項目名 詳 細 内 容 

１   

２   

３   
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【R7.2.20 区長会提出】 

神河町地域自治協議会の取組について（報告とお願い） 

 

１．第２回各ブロック事務局連絡会議からの報告について 

 

・第２回連絡会議では、社会福祉協議会の藤原生活支援コーディネーターに加え、兵庫県 

から多自然地域づくり班の西村主幹、神戸新聞社の喜田記者（神崎支局長）にもアドバ 

イザーとして出席いただいた。 

・各ブロックからの報告では、各ブロック更には各区によっても抱えている課題は異なる 

中でも地域交流を意識した全体事業としての取組を模索・展開しているといった報告や、 

各区異なる地域課題を拾い上げて取り組むことでその地域の中が見えてくることによ 

り他との比較ではないがどういった取り組みをすれば暮らしやすい良い地域になって 

いくのかを考えることにつながっているといった報告。また、具体事例では、防災訓練 

を通して持続可能な地域づくりを進めている、お助け隊を組織して小規模集落支援を実 

施、山城とコラボした取組やブランド化されている地域資源と連携しながらの景観整備 

を考えていきたい、有償助け合い事業は依頼者のためでもあるが協力者にとっても自身 

の介護予防、健康づくりをはじめ、大きな力になっていく事業であるといった貴重な報 

告がなされた。 

・質疑・意見交換で議論の中心となったのは『担い手』確保に向けた取組であった。 

・兵庫県の開設する「関係人口案内所」では、例えば地域の農業の担い手がいなくて続け 

ることができない等といった場合に都市部からボランティアしてくれる方に登録いた 

だいてマッチングするといった事業展開の実例として、根宇野ゆず生産組合では無償で 

且つ他の従業員と同じくらいの能力を発揮していただいて 4年になるといった事例紹 

介もあった。一方で、地域の受け入れ側の登録がこの「関係人口案内所」運営を行う中 

での課題でもあり、受け入れてみたいと言われるところがあればコーディネーターがい 

るので、是非相談いただきたと県からの案内もあった。この制度は、例えばイベントの 

作業に関わったり、祭りの担い手なども担っていただけるようです。 

・連絡会議の詳細については、添付の概要記録をご覧ください。 

今後の活動の参考になればと思っています。 

 

２．地域自治協議会としての取組サイクルについてのお願い  

  

・各ブロック実績ヒヤリング（決算監査としての資料準備を依頼） 

3/17（月）13:30～小田原 B 

3/18（火）10:30～粟賀南 B 15:00～長谷 B 

3/19（水）13:30～粟賀北 B 15:00～寺前 B 

3/25（火）13:30～大山 B 

3/26（水）18:00～越知谷 B 

 ・R７年度集落支援員委嘱書交付（R７年４月１日（火）１０時～予定） 

 ・R７年度各ブロック事務局連絡会議（７月、１月の２回を予定） 

 ・中間（１０月）実績（３月）ヒヤリング 

 ・各ブロック総会（4月を目途に早めの設定をお願いしています） 

 

３．その他（各ブロックからの活動紹介…今回は小田原ブロックです） 
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【出席者】

【欠席者】

ブロック等 内容 備考

1 平岡総務課長

定刻より少し早いですが皆様ご参集ということでただ今か
ら第2回各ブロック事務局連絡会議をはじめさせていただき
ます。まず開会にあたりまして前田副町長から挨拶を申し
上げます。

3 平岡総務課長

それでは会議次第に基づきまして、アドバイザーの皆様を
ご紹介させていただいてそれぞれの皆様から一言づつご助
言をいただきたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。

◆　『地域自治協議会』令和6年度 第２回 各ブロック事務局連絡会議（概要記録）

令和7年1月20日（月）　13：28～15：08　中央公民館2階　視聴覚室

越知谷B：足立事務局長
粟賀北B：森会長、萩原事務局長
粟賀南B：山下事務局長
大　山B：船田会長、新海事務局長
寺　前B：平岡会長、山下事務局長
小田原B：立岩会長、立岩事務局長
長谷B：大仲会長、小林事務局長、藤原事務局補佐
兵庫県地域振興課：西村多自然地域づくり班主幹
神戸新聞社：喜田記者（神崎支局長）
社会福祉協議会：藤原生活支援コーディネーター
神河町：前田副町長、平岡総務課長、日和係長　　以上19名

越知谷B：竹國会長、髙木事務局次長　　粟賀南B：廣納会長　　以上3名

2 副町長挨拶

それぞれお忙しい中、また特に兵庫県地域振興課西村主幹様、
神戸新聞の喜田局長、社協の藤原生活支援コーディネーターに
もご同席いただいての会議ということであらためてのお礼を申
し上げます。
　越知谷ブロックの竹國会長は体調不良でご欠席ということで
すが、神崎病院の発熱外来には年末年始で600人くらい診察に
見えられ内6割強が陽性ということで陽性率が高かった。まだ
落ち着かないと思うがお気を付け頂きたい。
　隣の市川町で水道が一部断水、一部水圧が足りないといった
状況。なかなか原因がわからず1週間続いた。漏水箇所、機械
の不調等複数要因があるが、当町からも給水応援等実施。井戸
水があれば助かるが水道だけではお風呂も入れないといった状
況。ようやく18日に全戸給水ができる状況になったが水量が不
安定の状況にある。地域の助け合いの中で何とか生活をしてい
くことになる。
　1.17から30年、当時は自身も給水の応援に行った記憶がある
が災害が発生すると行政は行政として地域は地域として助け合
いながらということになる。現職員では50歳以上しかこの経験
がないということを考えると少し不安にも思うがこういう時に
思い出しながら学習をしていくことが大事だと感じた。
　それと昨日は第3回の生活支援体推進フォーラムということ
で越知谷ブロックの発表や杉の皆さんのべっちょない音頭で
華々しくオープニングを飾っていただいてとても良い内容で
あった。千葉大学の助教授からは神河町は住んでるだけで健康
になる町という可能性がずいぶん高いとのお話。根拠はいろん
なことに関わる人の確率が高い。地域活動やふれあい喫茶・ミ
ニデーなどそういったところに人が多く集まっている。人が多
く集まるということが素晴らしいことである。それだけで健康
になるというお話。この自治協におきましても役員の皆様に大
変ご苦労をおかけしていることに感謝しながら、人口が減って
も住み続けられるまちづくりを行政も皆様と一緒になって良い
まちづくりができたら良いなということを申し上げ開会にあ
たっての挨拶にさせていただきたいと思います。本日はどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

挨拶後、退席
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①
兵庫県

地域振興課
　西村主幹

県の方では平成20年から地域再生大作戦で地域に関わって
きた。令和5年度からは持続可能な多自然地域づくりプロ
ジェクトという形で衣替え。令和5年からスタートしている
が神河町においてはそれ以前から地域課題の解決に向けて
県内の市町の中でも率先して取り組まれていると認識して
いる。その後持続可能な地域づくりプロジェクトが開始さ
れたその年に県の事業をご活用いただきながら新たな取り
組みをされている。引き続き県としても広域的な視点、専
門的な視点というところから引き続き連携して地域づくり
を進めていきたいと考えていますので引き続きよろしくお
願いいたします。今日は私も勉強させていただくというイ
メージで考えておりますのでよろしくお願いいたします。

②
神戸新聞社
喜田記者

これまでも大山ブロック、越知谷ブロックさんを紹介させ
ていただいたこともあってすごく画期的な活動をされてい
るのはすごく勉強になった。皆さんの活動もまた知って取
材のお願いをさせていただこうかなと思っていますのでお
願いします。昨日のフォーラムも参加させていただいた
が、地域活動は活発にされてはいるがヘルパーさんなりの
数が減ってきているのが課題と伺ったのでそういったとこ
ろも県内全体での状況だったり何か取組があったら紹介を
いただきたい。取材できるように頑張りますので今後とも
よろしくお願いしたいと思います。

③
藤原生活支援
コーディネー

ター

毎回この会議に出席させていただきありがとうございま
す。生活支援コーディネーターの役割と活動について紹介
させていただきます。
〈生活支援コーディネーターの活動〉資料に基づき説明。
・役割として地域のニーズと資源の見える化、問題提起他
計7項目。平成27年度に町から委託を受けて委託事業として
出発。県内には圏域ごとにコーディネーターを配置してい
るところもあるが神河町では今のところ社協に1名の配置。
・町全体の活動として神河町地域見守り支え合いネット
ワーク会議、シニアカレッジ公開講座、生活支援協議体推
進フォーラム、地域の活動の見える化としての地域の体操
＆集いの場一覧等計6項目。
・ブロックでの活動として地域自治協議会への参加、支
援。第2層の位置づけから参加。越知谷、粟賀北、大山、小
田原、長谷の各ブロックで参加支援。
・集落での活動として、第3層への参加支援と集いの場の立
ち上げ、継続の支援等。
・また皆様のブロックでもお手伝いできることがあろうか
と思いますので是非お声掛けをお願いしたい。

4

町から事務局へ
のお願い事項等
（ 課題共有と
方策検討 ）

〇資料の中身の説明
・欠席者の報告
・R7町長懇談会は各区3役に加え自治協会長・事務局をプラ
スで2月区長会で日程提案
・委嘱書交付、年2回の連絡会議、中間・実績ヒヤリングへ
の出席と各ブロック総会日程のお願い
・持続可能な生活圏形成支援事業について名前が変っても
引き続き補助率アップも含めた支援継続を
・第3期地域創生総合戦略におけるKPI設定について（協議
中）
・3月実績ヒヤリング日程と準備資料の確認
・新聞記事、町広報（各ブロックからの活動紹介）紹介
・地域づくり交付金審査における判定基準

5 各ブロック報告
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① 長谷ブロック

困っていることは人がいないこと。50％以上が高齢者。田
が荒廃している、農業の担い手がいない。老人の一人暮ら
しを助けたいと思うが助ける人がいない。いろんな地域で
助け合いはやっているが間に合わなくなってきている。あ
と交通面、買物、病院等デマンドに頼っているが、お買い
物号もマーケットもあるがだんだんと利用者がいなくなっ
てきて利用度が少なくなってきている。昨年と変わってき
ていることはデマンドを自治協で取り組めないかというこ
とで1年間話をしてきたが神姫バスさんの調整もありなかな
かうまくいかず座礁している。現在調整中。あとは考える
会との一本化、播但線推進フォーラム、ホタル祭り、砥峰
高原のイベントを充実させていって活性化していかなあか
んかなと思っている。

② 小田原ブロック

6年度事業はほぼ99％終了。7年度事業についても99％確定
している。あとは地域の皆さんにお知らせする。小田原ブ
ロックの問題につきましても大仲会長が言われたように高
齢化によって支えてもらいたい人ばかりで支える人がいな
い。というところで理事会を開いても越知谷ブロックさん
の有償ボランティアというのもなかなかそこには踏み切れ
ない。助けてあげるという人材を探すのが大変かなと。ま
あその辺は8年度に考えていこうかなと思っている。めざす
ところはそこかなとはとは思っている。とりあえず1年何と
かやって来年のスタートを切れる状況にはなっている。

③ 寺前ブロック

6年度の今回の予算について今まで各地区が実施できなかっ
た部分、やりたかったがお金がなかった。そういうことに
対して各地区からそれを何とかしたいということで、トイ
レをきれいにするとか草刈りが出来なかったところをみん
なでするとかそれをこの予算を使ってやろうと。お年寄り
のために坂道を直したいとかそういうことで6年度は予算を
使った。地域に対しては非常に良かったのでないかな。一
方、全体で一緒にやりましょうというのが難しい。その中
で今回取り組んだのが車椅子を共同で買ったこと。私も全
体事業で力を入れていた3回予定して1回しかできなかった
がグラウンドゴルフ。各地区から集まって総勢で70名それ
ができて初めて交流ができた。寺前ブロックとして集った
ということは非常に良かった。地区を良くしたいという各
区長さんと地域によってはお金がなくできなかったことへ
の思いも伝わってきている。7年度もまだ各地区でこれをや
りたいので補助してほしいといったことが実際に要望とし
て上がってきている。それである程度各地区が良くなれば2
年目になって各区が同じ条件になってくればいいんかなと
いう考え方を持っている。その次に何かやるということに
なれば同じ目標をもってグラウンドゴルフとかイベントを
皆でやる。それと人に出てきてもらう、交流の場、参加で
きる体制を作っていくことが大事。はじめはふれあい喫茶
とかミニデーとか取り組んでいるがそこで話を聞いてみて
も出てくる人は同じ。その人たちから他の人たちをどう引
き出すかということがブロックごとの課題。次年度はまず
は各区で自分たちの生活環境をきれいにということで一番
多かったのが外のトイレをきれいにしてくれ。腰も痛いし
和式トイレを直してくれというのが正直なところ。そう考
えるとそういう取り組みをまずは各区からはじめていく。
全体で始めていくということは非常に難しい。駅が2つあっ
て生活文化が全然違う。その中で一つにまとめてというの
は非常に難しい。何ができるかといえばそういったちょっ
としたことを踏まえて取り組む必要がある。7年度も同じよ
うに各区の生活、暮らしがしやすいように。その時に1区で
防犯カメラをつける。そして様子を見ながらまた次につけ
ていく。そういう考え方を持っている。
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⑤ 粟賀南ブロック

6年度についてはひとまず河川部会を立ち上げているので河
川周辺の環境整備については一通り終了した。精算をこれ
から進める。それ以外、ボランティア募集であるとかハ
ザードマップ活用の勉強会については現行未実施。近く各
区長であったり部会で個別にどういう風にやるかというこ
とよりもそもそも必要なのかというところの意見もある。
そこは来年度以降にやるのか、やり方については探ってい
かなければならない。また個別の協議会の中の意見で他の
ブロックからも意見があったがこれからも話題として出て
くるかと思うが、今いる人間は何とかやろうという中で取
り組んでいるが後継者であるとか担い手で、ブロックの中
で自治という中で地域の中でやって行こうやというのが本
来だが3役中心でそれ以外の公募の代議員さんであるとか、
私の認識では町在住、在勤も含めて協議会組織の中に入れ
るので外部的な人材を協議会の中に取り込むということも
考えていった方が良いのではといった意見もブロック区長
さんからあったので、組織の今後の持続的な在り方を考え
ていかなければならないと思っている。
　⇒河川部会の方は滞っているところもあると思うのでま
た引き続き進めてください。

④ 大山ブロック

23頁、大山城関係でも取組を進めたい。令和6年度は大山城
を何とか日の目を充てたいというか、神河町の山城はマイ
ナーな世界なのでこういう取り組みをさせていただいた。
実は県民局の地域づくり事業に採用していただいているが
その中のヒヤリングの際に銀の馬車道には何故いかないの
かとの質問があった。その質問に対して今年は何とか城を
売り出したいということでお答えしたが、令和7年度は何と
かコラボしたいな。生野城から大山城、柏尾城、そして鶴
居城、谷城、それから福崎は春日山、それから恒屋城、置
塩城と姫路城というような銀の馬車道沿線ののろしリレー
でも一回やってみたらどうかなというところを文化・交流
部会で考えている。そうなると当町の山城の担当はどこな
のかなということで先般、総務課にお願いしましたことも
含めて、多岐にまたがるとこれを一つのブロックで取り組
む事業にしてはちょっと荷が重いような感じがする。銀の
馬車道協議会とかいろいろな組織はあると思うが、県と調
整をさせていただきながら、また生野は但馬県民局管内と
いうことにもなり鉱石の道とか銀の馬車道とかそして山城
の取組に広げていきたいと思った時に組織的にもなかなか
難しいなというようなことも思いつつ令和7年度には一歩で
も踏み出せないかなという風にも思っている。それともう1
点、2050年の町の計画で原風景を残しておきたいという目
標があってそのためには大山ブロックは景観形成地域の指
定地域でもあるのでいわゆる312号線沿いの景観ということ
で景観を維持していくためにこれは一筋縄ではいかない。
営農組織ときちっと皆が協議しながら、景観維持＝営農組
織の機能強化・整備ということにもつながるので4営農集
まって役員がそれぞれ協議をしている。まだどうしよう
か、こうしようかの議論段階だが、越知谷で5営農で合併さ
れたということも踏まえて、銀の馬車道沿線もそういうよ
うな組織をきちっと連携、あるいは将来的には一体的に
なって沿線景観を維持していきたいなというような、そう
いう目標に向かってさてどうするかというような議論を令
和7年度でやりたいと思っている。
　⇒大山城の担当課はどこかというような問いもあったが
今私が思う原課に投げかけて共有もしている。まだどこが
担当するかということは決まっていない。役場内部でも話
していきたい。（2/1教育課が担当する旨、船田会長に回
答）
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⑥ 粟賀北ブロック

本年度は資料にあるとおり防災倉庫、持続可能な地域づく
りということで来年度以降は防災資機材等購入に充てる。
地域づくり交付金とは別に県のひょうご安全の日推進事業
は5集落分募集を含めて各区で防災訓練及び地域での取組支
援ということで10月・11月にそれぞれ地域の特色を生かし
た取り組みを進め全区で概ね持続可能な地域づくりには寄
与したかなと思っている。7年度においてはそれぞれ課題も
あるが特に地域づくりにおいて各地域からの要望もある。
ゆずの栽培継承であるとか大しめ縄の継承とかだけではな
くて秋祭りにおける事業の継承であるとかまずは地域の行
事ごとに取り組んでいく。事務局としては自治協予算の範
囲に限らず様々な活動をしておりそういったものも含めて
飽和的に自治協議会を通して地域を支援する。担い手とか
の話もあったが粟賀北ブロック内であれば県の多自然地域
づくりの拠点地区を使った形の取組も行っているしそう
いったものを拡大していき、地域づくりにおいては地域お
こしのOBを活用した地域バンクの支援や中播磨でも類似の
そういった事業をアドバイスしている。課題としては北ブ
ロックにおいても課題は個別にあり難しいという中で防災
というテーマで各地域ごとにやって行くということで地域
的な支援を進めるという流れになっていく流れである。
　⇒ひょうご安全の日事業について山田区ではどんな取り
組みをされたのか。

消防団・消防署とも連携して広く実施。ウォークラリーを
防災をテーマに各地域で実施。消火栓訓練に加えて中播消
防署と連携した消火訓練、AED活用した訓練、非常食（保存
食のパン）の提供。アルファ―化米はおいしくない？。

⑦ 越知谷ブロック

4頁のとおり。今中心的な活動事業である有償助け合い事
業、これは依頼者のためでもあるが協力してくださる方に
とっても力になっていく取組なのでさらに丁寧に取り組ん
でいきたい。あと越知谷は5つの集落があるが協議会におい
ても温度差があるのでそれをなくすように、7年度は各区公
民館を2か月に1回各区公民館を使用してそこで行事を一緒
に楽しんだり美容師さんに行ってもらったりの取組をして
いきたい。それによって5集落がもっと協力し合える関係に
なっていければと思っている。
　⇒有償ボランティアは増えましたか。

12月までで32件。

6 質疑・意見交換

①
兵庫県

地域振興課
　西村主幹

先ほど萩原さんの方からお話がありましたが兵庫県の事業
としていくつか担い手の事業がある。ご興味あればまた
ホームページ等開いていただければと思いますが、１つは
兵庫関係人口案内所を運営している。例えば地域の農業の
担い手がいなくてこの農業を終えるしかないだろう、また
この作業が自分だけではできない、集落だけではできない
といった時に外部例えば都市部から人をボランティアとい
う形で来てもらって農産物の収穫であったりとかそういう
作業をしてもらう取組をしている。ボランティアしてくれ
る人がいるのかということですが関係人口案内所に登録い
ただいている都市部の方は、実際にはファミリー層が多い
が登録してもらって、例えば朝来市で黒枝豆の収穫が大変
だということで取り組んだが募集をしたら都市部の方はす
ぐに手を挙げていただいて実際に今は関係人口案内所を通
さなくてもファンがついていて地域に来て収穫につながっ
ているという取組がある。もしよろしければ萩原さん、ゆ
ずの話を。
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② 粟賀北ブロック

まず関係人口案内所で農産物の話がありましたが農産物に
関わらず、松飾であるとか地域行事であるとかそういった
ものも信用性が高い。神河町で言えば根宇野のゆずの取組
においてそういう人材を入れているが基本的にはお客さん
ではやっていない。無償で且つ他の従業員と同じくらいの
能力を発揮していただいてやっていただいている。今シー
ズンであればゆずの生産組合がとるべきエリアを2日ほどで
殆ど収穫。なので商売とか旅行で来るということではなく
本気で手伝うというのが前提。田舎ではそもそもそんな人
がいるのかということが良く聞かれるが神河のゆずに関し
ては基本的に常に定員オーバー且つ、4年間続けているが
減ってはいない。むしろ定期的にお越しいただいたりとか
この事業にまつわらず支援をいただいたりとか、ゆずであ
ればゆずの原体を姫路に売りに出ていただいたり、起業に
向けて支援に回っていただいたり県が目指している関係の
在り方というのはひとつ神河町でも実施は出来ているとい
う現状になっている。現状としては無償の形だがそれを有
償化していくという流れも持続性のあり方という点では関
係性のあり方ではないかとも思っている。

③
兵庫県

地域振興課
西村主幹

実際にご活用いただいている多数の方がご参加いただいて
いる。神河町の根宇野のゆずだけではなくてそのほかの取
り組みも皆さん発案するとすぐに登録が埋まってしまうと
いう状況ですのでもしご興味がある方は町の方を通してで
も結構ですのでご相談いただいたらここのサイトに登録を
してそこに登録している人をマッチングしているというこ
とでアシストを創っているので是非一度ご検討いただけた
らなと思っています。それと大学生との連携ということを
兵庫県としても取り組んでいて地域課題の解決に向けた取
り組みにつながるような活動、例えば古民家、空き家を活
用して人を呼ぶような仕組みを考えていこうという時に例
えば県立大学の生徒が一緒に来て地域の方と一緒に考える
といった時に額はすごく小さいが少し補助金が出たりもす
る。そういったところも是非ご活用いただければと思って
います。ひょうご絆プロジェクトという形で支援させてい
ただくのでホームページでご確認いただければと思いま
す。こちらもご興味ある方は町を通じてお問い合わせいた
だければと思います。
　⇒町の窓口はひと・まち・みらい課になります。ワン
クッションということで総務課に来ていただいても良いか
と思います。

④
神戸新聞社
喜田記者

地域によってだいぶ課題に違いがあるなと。
今の収穫のお手伝いとかが気になったがここで質問しても
大丈夫ですか。
都市部で登録されている方は経験者でなくて経験してみて
みたい的な感じなのかどうか。

⑤
兵庫県

地域振興課
西村主幹

実際に農業体験をしてみたりとか移住まではいかないが多
自然地域といわれる地域に興味を持っている。よく言うの
が里山とかに興味を持っていただいている方が多い。

⑥
神戸新聞社
喜田記者

例えばゆずで言えば地元の方が収穫方法とかを指導する？
最初こういう感じでやって行くといったように。あとはど
うぞみたいな感じなのか。

⑦ 粟賀北ブロック
本気でやるということが基本大切なので組合の方は少しし
か関わらない。やり方を教えるだけ。
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⑧
神戸新聞社
喜田記者

それで農家の方はとったらいいよといった感じなのか。

⑨ 粟賀北ブロック
地域としては一切振る舞いはしない。皆さん自主的に買っ
て帰られる。一切のもてなし、食事の提供はない。一般の
農業のお手伝いで来ている方と同じ扱い。

⑩
神戸新聞社
喜田記者

お米だったりとかそういう収穫なども？…。

⑪
兵庫県

地域振興課
西村主幹

地域の受け入れ側の登録が今のところこの関係人口案内所
を運営している中での課題となっている。受け手が上がっ
てきていないというのが現状としてあるので是非受け入れ
てみたいなという興味がある方は、実際にそこにコーディ
ネーターがいるのでその方と一度話をしていただけたらと
思っている。
　⇒地域のイベントにも来ていただけるのか。

はい。登録フォームがあるので実際にはコーディネーター
といろいろ調整をしていただいた上で実際に登録をしてい
ただく形になる。
　⇒長谷のホタル祭りに来ていただくとか。

実際にはどういったことをするかということになる。ただ
見に行く、参加するということではなくてどちらかという
と作業をしてもらう。祭りの担い手になってもらうとか
いった形になる。

⑫ 長谷ブロック

農業とかイベントとかいうのは関係人口でクリアーできる
と思うがうちの会長が触れていたのはデマンド運行すると
きの運転手の確保をどうするかというと365日運転しないと
ダメ。そういう年代層が地域の中で65歳まで働かないと年
金が当たらない。今まではその年代が地域を引っ張ってい
たがそれが今は動けないというその辺を、人材を何とか確
保できないかというところが課題かなとは思う。

⑬ 粟賀北ブロック 姫路の人ではだめですか。

⑭ 長谷ブロック
今ちょっと延期をしたので。議論の中ではまずは地域の中
で、その次は町内、それでもだめなら町外に行かないとい
けないという話にはなっている。

⑮ 粟賀北ブロック

ゆずは最初の1年目は1日だけ。次2日で4年目になってい
る。皆さん勝手に手伝いに来て勝手にやっている。移住を
検討する方も出てきている。即効性はかなり低いが。まあ
もしかしたら少しづつ足していくという意味合いで言えば
まあそれなりの…。
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⑯
藤原生活支援
コーディネー

ター

昨日のフォーラムの実践発表にもあった有償助け合い事業
は5月からスタートして30何件の実績が上がっているが、発
表にもあったっとおりやるごとに課題・問題点が出てきて
いる。それを1つづつ解決しながらやっているという形でど
の形が完成形ということではなくてまだまだこれから出て
くる課題を1つづつ解決しながら進めていくという段階なの
かなと思っていて、丁寧に取り組んでいく・関わっていき
たいとおっしゃっていたが私もそのお手伝いが出来ればと
思っている。それと有償ボランティアをする担い手がなか
なかいないということは高齢化率50％以上で若い方も少な
いが安心部会の中で出ていた意見としては今60代・70代の
方が10年後、20年後もここで安心して暮らしていくために
必要なことを皆で考えて、できる人ができることをやろう
というような取り組みなので、なかなか担い手というのは
難しいが担い手の方自身の介護予防、健康づくりの一環に
もなるということをご理解いただくようなPRの仕方も考え
ていかないといけないと思った。
　⇒町広報でも担い手確保は喫緊の課題ですと載せている
が各ブロックでも人がいないということはそうだとは思う
が少しずついろんな人が協力していけばやって行けるので
はと思っている。引き続きご協力をお願いしたい。

⑰ 長谷ブロック

30年程前のことだが、営農があるところはいいが私の集落
はとても小さく20軒くらいしかない。田は山の段々にあり
いわゆる棚田。機械も入らない。旧町の時に募集があり三
木や小野の人が来られて田を作ってみませんか。合わせて
私の集落はゆずも作っている。30年くらいになる。ゆず太
くん用に出荷もしていた。今はJAに出しているが例えば、
田植えしてみたいなということでその時だけは来られる。
稲刈りもしかり。普段の田の水見からどうするのかという
ことで、どっちみち手間がかかるのでもうよろしいわとい
うことで3年ほど来られたがだんだんと来られなくなった。
体験談もいいが長く助けていただけるような案といったも
のがないのかな、何か良い方法が。一人でもうできなくあ
と3年か4年したら荒れ地になったり山に返ってしまう。や
はり何十年も何百年も続いた田んぼなので。鳥獣の被害も
多い。そのあたりをもっと掘り下げて本当にここで無農薬
の良い田んぼをつくりたいんやという人を募集出来れば。
そんなんやったらどんどん貸してくれると思う。
ゆず園の関係で萩原さんに聞きたいが皆さん定着でずーっ
と来られてるんですか。

⑱ 粟賀北ブロック

昨年度から剪定もしてもらっている。来年度からは農薬も
やる。かつ農園も受託。根宇野区の区民の畑も責任をもっ
てやってもらう。昔のような1オーナーという仕組みではな
くてちゃんと責任をもってやってもらっている。

⑲ 長谷ブロック 1オーナー制にしたこともあったがやっぱり長続きしない。

⑳ 粟賀北ブロック

関係人口はそういったお客さん的要素を全部排除してい
る。真剣な人しかさせないし来ない。収穫するとなれば休
憩というまで一目散に収穫してもらう。そういう人だけを
集めていることだけは確か。前段で講演というか勉強会が
あったりする。地域の現状をしっかり勉強していただいて
来ていただいたり。コーディネーターがあったりその上が
あったり下があったりするが注力してやっている。そうい
う人は限られているので先にやった方が。そういう人が声
掛けをして集めてくるので。なので去年はこんなことして
くれたが今年はしてくれないのかといった人は誰一人いな
い。

㉑ 寺前ブロック 来られる方はリピーターか。若しくは毎年人が変るのか。
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㉒ 粟賀北ブロック

両方の側面がある。地域としても逃がさないようにしてい
る。この間とあることでテレビ取材があった。その時にお
呼びする。その人に出てもらうと収穫とか関係なく呼べば
来るという方もいる。根宇野はお客さんみたいな人が先に
じゃなく後で来た。私は旅行業の許可を持ってるという方
がツアーを作ってその方がまたお客さんを連れて来るとい
うことに去年から始まった。そうするとリピーターじゃな
い新しい人が来る。その中の何人かが継続しているという
ような中身になっている。

㉓ 寺前ブロック
その来られた方が1年間の何日か分の仕事をやられているの
か。

㉔ 粟賀北ブロック

それ自体は組合長が動くわけではなくてその人たちが自主
的に動く。無くなってもだれも痛くない。寄り添って。実
際に関係人口というのは兵庫位しかない。実際にはある
が。北海道なんて学生さんがまき割をしている。年間1,000
人以上の学生さんが地域に飛ぶという仕組みがある。そう
いう人もいらっしゃる。それをいかに掘り起こすかという
ようなことを兵庫も取組としてやっていれば広がってい
く。

㉕ 役場事務局

1年間活動していただいて少ないかも知れないがこんなこと
が楽しかったということだけ教えてほしい。楽しくなかっ
たことを聞くといっぱい出てくると思うのでそこは置いて
おいて、こんなことが良かったかな、楽しかったかな。と
いったことを感覚的なことで良いので是非教えてくださ
い。

㉖ 越知谷ブロック
平日は事務所にいるが用もないのに事務所にしゃべりに来
てくださる方がいるのはうれしいなと。

㉗ 粟賀北ブロック

協議会のメンバーは区長、副区長、会計の村の3役あたりだ
が区長連中はある程度交流があったが副区長、会計は交流
がなかったので年に1回ほど飲みに行ってカラオケ行って交
流しようか―ということで何度か交流ができたのは良かっ
た。

㉘ 粟賀南ブロック

個人的なことだが私自身の住まいは寺前で粟賀南ではない
というところで同じ神河町の中でも人がいないということ
は共通しているが色合いがかなり違うなと感じている。そ
ういうことが知れたということは気づきというか良かった
かなと。ブロックの中でもしんこうタウンと他の地域や他
の地域の中でもそれぞれの抱えている課題が違うなという
ことを話を聞かせてもらって知ることができた。

㉙ 大山ブロック
個人的には子どものころ山登りはしていたが最近はしたこ
となかったので大山城登山は良かった。リモコンの草刈り
機の実演もあって初めてでそれも良かった。

㉚ 寺前ブロック

6地区で初めての交流グラウンドゴルフができたということ
が良かった。はっきり言って新野、野村とその他の地域の
生活圏が違うということで全然交流がなかった。あらため
て6地区の区の中が見えてきた。ここはこんなことを考えて
いたんだな、ここはこんなことで悩んでいるんだなといっ
たようなことがよくわかった。それに対して各地区でどん
な取り組みを一生懸命にやっているかもわかったし、少し
離れると空き家・空き地で困っていると言われるし、私の
住んでいるところはそんなに困っていないなと比較してみ
たりそういう考えは良くはないが他と比べてどうなんやと
いうことも見えてきたしそのためにどういう取組をすれば
良いかも見えてきた。そういうことに関しては非常に良
かったかなと。
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㉛ 小田原ブロック

社協や健康福祉課でしている事業、例えば命のカプセルの
ことやお弁当配布について自治協ですることによって対象
者の幅が広がったり回数が増えたことは地域の方に喜んで
もらえてるんじゃないかなと思っている。今は私たちの世
代なんですが私も将来、10年たった時に組織のお世話に
なって安心して暮らせるんじゃないかなという希望的観測
は持っているが、担い手のことでは10年後、15年後にどう
なっているのかちょっと不安ではあるが今のところは次の
世代へこの事業が繋いでいけたら少しは安心かなと。

㉜ 長谷ブロック

事務局の補佐員という立場で会議なんかを進めさせていた
だくがうちは9区長で理事会を開催。9区の区長さんそれぞ
れ多種多様ですので決まった時には良かったな、やれやれ
と思うのと、今年初めて小規模集落を中心にお助けしよう
ということでお助け隊という組織を作った。上は80代から
下は30代まで非常に幅広い年齢層であったが無事けがもな
く作業等が実施されて地域の方に喜んでいただけたといっ
たようなところで良かったかなと。

㉝ 平岡総務課長
少しづつ成功体験を続けていくことが大切かなと感じてい
る。

7 その他

① 平岡総務課長

皆さんの方から事務局に対する要望と言ったことも含めて
何かありませんか。アドバイザーの方いかがでしょうか。
喜田記者にはまだ深堀したいということも含めて各事務局
への問い合わせもあるかなとも思いますのでよろしくお願
いしたい。社協の藤原さんについては個別で自治協の会議
に関わっていただいている。今日交流人口という話が出て
いまして石破首相も関係人口を増やすための地域創生予算
をつけていくといった発言もありましたがそういったとこ
ろがさらに広がっていくと思うので引き続き県の方もよろ
しくお願いしたい。

② 大山ブロック

今ホームページを開設されているブロックはどこどこか。
　⇒越知谷ブロックのみ。

当ブロックもホームページを立ち上げようと思ったが常駐
の支援員がいないのでその辺をどうするかということで今
回時期尚早であるということで見送った経緯もあるが各ブ
ロックそういったことは今後必要にはなるんでしょう
ね？。

③ 越知谷ブロック
「まちから」さんに協力していただいて作っているんです
が大体活動報告的な感じで。

④ 会場からの意見

何かチラシを作って配布をしますかと聞いたら配布しませ
んといった声や、協議会で話がまとまればお手伝いはでき
るといった声、外部に知らせたい情報があるなら考えられ
るとの声、インスタとかいろんな手法がある。と言った
声。

⑤ 大山ブロック
ふるさとの情報を発信するためにといった話もしたがそれ
はいらないのではということになった。

⑥ 平岡総務課長

神河町にいない人がいろんなとこに参加をされて神河町の
情報をアップされている人が非常にたくさんいる。そう思
うと自治協が発信するのかそれぞれの団体が発信するのか
ということだがホームページということになると少し大き
くなるのでインスタグラムとかいったところからでも始め
られるのも一つの方法かなと。

⑦ 平岡総務課長

メールアドレス等の情報に対する内容確認とこういう情報
を神戸新聞等に提供しても良いか。
　⇒OKを確認。提供することでまた問い合わせがあったり
するかもしれませんがよろしくお願いしたい。

8 閉　　会
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平岡総務課長

時間も3時を過ぎたということで越知谷については2年目と
いうことですが他のところでは1年目ということでやっぱり
苦労ばっかりやったということであったと思います。そう
いう意味では皆さん本当にお世話になったなと思います。
そういう意味では来年度に向けてどういったことをやって
行こかというところと、資料の方にも各ブロックの総会は
早めにということで各区長さんにおかれましては来年度改
選時期ということでこれから各区の総会もあるので大変お
世話になるかと思いますが引き続き皆様のご協力をお願い
して閉会の挨拶とさせていただきます。本日はどうもあり
がとうございました。
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事 務 連 絡 

令 和 ７年 ２月 ２０日 

 

各 区 長 様 

 

 

総務課長 平岡 万寿夫  

 

 

令和７年国勢調査 調査員の推薦について（事前のお願い） 

 

春寒の候、区長様におかれましては、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、町行政の推進につきまして、格別の御理解、御協力を賜っておりますこ

と厚くお礼申し上げます。 

さて、見出しの件について、来年度は 5 年に 1 度の国勢調査が実施されます。

町内のすべての人・世帯が対象となる大規模な調査であるため、調査を行うには

多くの調査員の力が必要であり、5 年前の調査では 47 名の調査員を任命させて

いただきました。 

平成 27 年、令和 2 年実施では、区長様に推薦していただいた「登録調査員」の

皆さまに御協力いただいており、来年度のこの国勢調査についても、登録調査員

の皆さまに調査員就任の依頼をさせていただく予定です。 

しかし、現在の登録者数は 31 名で、必要としている調査員数には満たない状況

です。さらに、すべての登録調査員が就任依頼を受けてくださるとは限りません。 

本来であれば調査員の募集は公募を行うところですが、守秘義務や拘束時間の

確保が求められるため、大変お手数をおかけし申し訳ありませんが、区長様に適任

者の推薦をお願いいたしたく存じます。 

なお、本依頼につきましては、登録調査員だけで調査をまかなえない地区につ

いてのみ、調査員の推薦をお願いさせていただくことになります。 

調査員推薦を御依頼させていただく区長様へは、調査員の配分及び、登録調査

員の就任状況が確定する4月以降、正式に文書を送らせていただきますので格別

の御理解を賜り調査員の推薦について御協力くださいますようよろしくお願いい

たします。 

 

【担当】 

神河町役場 総務課 足立 

TEL：0790-34-0001 
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統計調査員確保対策事業の登録者名簿（神河町） ※個人情報が含まれていますので、取扱に配慮願います。

H27 H28 H29 H30 H31 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

1 1 新田 生澤　幸雄

2 2 作畑 足立　知穂

3 3 大畑 小林　喜久信 国勢

4 4 越知 竹國　敏郎 国勢 経セン 就業構造 国勢

5 5 越知 前田　東作 国勢 工業 工業 工業 工業・国勢 経済セン 住宅土地

6 岩屋

7 6 根宇野 野村　浩平 国勢

8 7 山田 藤田　典康

9 8 中村 中野　勝弘 経済セン

10 9 粟賀町 小林　寛次 国勢 経セン 住宅土地 国勢 経済セン

11 10 粟賀町 堀口　利之 国勢 経セン 住宅土地

12 福本

13 11 貝野 安田　勇

14 12 しんこうタウン 船田　悌子 国勢

15 13 寺野 廣納　正

16 14 柏尾 太田　雅己 国勢 経済セン

17 15 加納 髙橋　幸一 国勢

18 16 東柏尾 中野　泰典 就業構造

19 吉冨

20 17 杉 中島　正 国勢

21 大山

22 18 猪篠 入江　佳代 国勢 住宅土地

23 新野

24 19 野村 槙　和美 国勢 経セン 国勢 経済セン

25 20 野村 鵜野　義一 国勢 住宅土地 工業・国勢 住宅土地

26 21 比延 黒田　秀秋 国勢

27 22 寺前 千葉　和憲

28 23 鍛治 山下　詔和 国勢

29 24 鍛治 平岡　覚 国勢 就業構造

30 大河

31 25 上岩 黒田　玲子

32 高朝田

33 宮野

34 26 南小田 山内　五十美 国勢 経セン 住宅土地 国勢 住宅土地

35 27 上小田 谷口　勝則 国勢 経済セン 住宅土地

36 28 川上 山名　進

37 大川原

38 29 本村 藤原　厚子 国勢 住宅土地 国勢

39 30 赤田 竹内　待雄 国勢

40 重行

41 為信

42 峠

43 栗

44 31 渕 中野　伸一

地区 氏名
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事 務 連 絡 

令 和 ７年 ２月 ２０日 

 

各 区 長 様 

 

総務課長 平 岡 万 寿 夫  

 

 

令和７年度地域伝統文化振興支援事業に係る該当団体の募集について 

 

 

春寒の候、区長様におかれましては、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、町行政の推進につきまして、格別の御理解、御協力を賜っておりますこ

と厚くお礼申し上げます。 

さて、見出しの件について、一般財団法人兵庫県市町職員互助会では、住民に

対する文化支援事業として、地域伝統文化振興支援事業を実施し、来年度の該当

団体を募集される予定です。 

地域伝統文化振興支援事業とは、各地域において古くから伝承されてきた民俗

芸能・祭り・年中行事・伝統工芸等の個性豊かな伝統文化の継承と発展を図り、地

域文化の振興を目的としている団体に助成を行う事業です。 

つきましては、互助会からの正式な募集通知が２月下旬以降になりますので、４

月区長会での正式な周知をさせていただく予定ですが、募集期限もございますの

で、事前のお知らせとして、下記、事業の要綱等を御覧いただいて、御検討・ご準備

いただければと存じます。申請・審査・報告等、複数の手続きがありますが、是非、

御活用いただければと思います。なお、このことに関するお問い合わせについては、

役場総務課までお願い申し上げます。 

 

記 

 

1 助 成 金 額  1 団体につき 100万円限度 

 

2 助成対象事業  添付「実施規定」のとおり(民俗芸能、祭り、伝統工芸等) 

 

3 助成決定可否  互助会の理事会で判断 

         （申請いただいても、助成されない場合があります） 

 

4 担 当  神河町役場 総務課 足立 （TLE：0790-34-0001） 
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地域伝統文化振興支援事業に係る助成金交付の事務手続き

② 募集
・団体への案内 
・様式第 1 号

① 募集
・様式第 1 号 
・様式第 2 号

R7.3以降～
募集開始

③ 申請
・様式第 1 号

④ 申請
・様式第 1 号
・様式第 2 号

R7.6下旬
申込書受領 互

助
⑥ 選考結果通知
・様式第３～5 号

⑦ 実施報告
・様式第３～５号

⑤ 選考結果通知

⑧ 進達
・様式第３～６号

R7.8 中旬～
助成団体決定

会

実施報告受理

⑨ 団体へ直接送金
R7.12 末
助成金交付

伝
統
文
化
支
援
団
体
・
伝
統
文
化
保
存
団
体

市

町

R7.12 上旬

選考結果が通

知されてから、

この期間で助

成事業を行っ

て頂くことに
なります。
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一般財団法人兵庫県市町職員互助会地域伝統文化 

振興支援事業実施規程 
平成23年５月26日議決 

改正 平成26年２月27日議決 

改正 令和元年８月２日議決 

改正 令和２年２月26日議決 

改正 令和３年１月28日議決 

改正 令和３年８月４日議決 

 

（趣旨） 

第１条 一般財団法人兵庫県市町職員互助会（以下「互助会」という。）は、町等

の住民に対する文化事業として、兵庫県内各地域において古くから伝承されてき

た民俗芸能・祭り・年中行事・伝統工芸等の個性豊かな伝統文化の継承と発展を

図り地域文化を振興するため、伝統文化保存団体及びその支援団体 (以下「団体

等」という。)が行う伝承活動・後継者育成活動等を支援するために、次の事業を

実施する。 

（事業内容） 

第２条 団体等が地域文化振興を目的として実施する伝統文化の保存・活用のため 

の事業で、次のいずれかに該当するものとする。 

(1) 伝承者等の養成 

  (2) 伝承用の用具衣装等の整備 

  (3) 映像記録等の作成 

  (4) 公開・交流活動 

（助成の対象） 

第３条 助成の対象となる団体等は、民俗文化財、伝統工芸技術の保存・伝承に係 

る活動及びその支援活動を主たる目的とし、継続的に地域文化振興に資する活動

をしている団体等で、次のいずれかに該当するものとする。 

(1) 民法（明治29年法律第89号）第34条の規定により設立された法人 

(2) 特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第２条第２項に規定する法人 

(3) 法人格を有しないが、以下の要件をすべて満たしている団体 

   ア 定款、寄付行為に類する規約等を有すること  

     イ 団体の意思を決定し、執行する組織が確立していること 

     ウ 自ら経理し、監査する等会計組織を有すること 

     エ 団体活動の本拠となる事務所を有すること 

     オ 市町、市町教育委員会の推薦を受けていること 

(4) 家元・流派が確立され、維持の見通しが立つような団体は除く。 

２ 民俗文化財、伝統工芸技術の復活・復元による伝承を計画している団体等で、

前項第３号の要件を満たすとともに、市町が支援するなど今後の活動の継続の

見通しがあり、地域文化振興に資する活動を行う団体とする。 

（実施方法） 
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第４条 地域伝統文化振興支援事業は、次のとおり実施する。 

 (1) 団体等は、地域伝統文化振興支援事業実施申込書（様式第１号）を市町に提

出し、市町はこれに推薦書（様式第２号）を添付し、互助会に提出する。 

 (2) 互助会は、理事会において、団体等を選考し決定する。 

 (3) 団体等において、事業が完了したときは、地域伝統文化振興支援事業実施報

告書（様式第３号）、物品検査調書（様式第４号）及び地域伝統文化支援事業

支払依頼書（様式第５号）を市町に提出し、市町はこれに進達書（様式第６号）

を添付して、速やかに互助会に提出する。 

（事業期間） 

第５条 助成の決定を通知した日から当該日の属する年度の末日とする。ただし、

決定通知日以前の事業であっても事業計画に該当するものであれば対象とする。 

（経費） 

第６条 助成額は１団体100万円を上限とし、予算の範囲で助成額を決定する。 

（中止・変更） 

第７条 団体等は、事業の中止または変更する必要が生じた場合は、理由を付して、

速やかに互助会に届け出るものとする。 

（その他） 

第８条 この規程に定めるもののほか、本事業に関し必要な事項は、理事会の決議 

 により別に定める。 

   附 則 

 （適用期日） 

１ この規程は、平成23年５月26日から施行し、平成23年４月１日から適用する。 

 （旧要綱の廃止） 

２ 地域伝統文化振興事業実施要綱（平成16年２月26日議決）は、廃止する。 
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月 日
曜
日

イベント等事業名 開催場所 担当課
主催・共催
関係団体 他

4
6～
15

日
～
火

春の全国交通安全運動 町内全域 住民生活課 交通安全協会

4 6 日 町消防団初出式並びに入退団式
グリンデルホール
（予定）

住民生活課 消防団

4 7 月 小・中学校新学期始業式 各小・中学校 教育課

4 8 火 小・中学校入学式 各小・中学校 教育課

4 9 水 幼稚園始園式 各幼稚園 教育課

4 10 木 幼稚園入園式 各幼稚園 教育課

4 13 日 町消防団新入団・幹部訓練 神崎小学校グラウンド 住民生活課 消防団

4 18 金 神河町図書コミュニティ公園竣工式 粟賀小学校跡地
ひと・まち
・みらい課

5 18 日 神河町消防操法訓練大会 神崎小学校グラウンド 住民生活課 消防団

5 23 金 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

5 25 日 大河内高原ハイキング 峰山～砥峰高原 教育課
スポーツ推進
委員会

5 27 火 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

5 28 水 神河町戦没者慰霊祭 姫路護国神社 住民生活課 遺族会

5 30 金 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

5 31 土 自主防災かみかわ総会 グリンデルホール 住民生活課
自主防災かみ
かわ

5 新野水車まつり 新野水車の郷
ひと・まち
・みらい課

新野水車の会

6
2～
6

月
～
金

中学２年生 トライやる・ウイーク 町内各事業所 教育課 神河中学校

6 3 火 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

6 6 金 ふれ愛交流会 すぱーく神崎 健康福祉課
民生委員児童
委員協議会

6 6 金 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

6 7 土 幼稚園・小学校合同運動会 各小学校 教育課

6 8 日 幼稚園・小学校合同運動会（予備日） 各小学校 教育課

6 10 火 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

6 13 金 町長懇談会 町内各ブロック 総務課

令和７年度　役場各課事業計画表

未定
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月 日
曜
日

イベント等事業名 開催場所 担当課
主催・共催
関係団体 他

6
17
・
18

火
・
水

町ぐるみ健診 大河内保健福祉センター 健康福祉課

6 21 土 アジャタ大会＆ダブルタッチ教室（仮名） 神崎小学校体育館 教育課
町子ども会・
スポーツ推進
委員会

6
23
～
27

月
～
金

小学校５年生 自然学校 南但馬自然学校 教育課
町内連合小学
校

6 25 水 町ぐるみ健診
越知谷アクティブセン
ター

健康福祉課

6 未定 土 地区別人権教室事前研修会 グリンデルホール 教育課
神河町人権文
化推進協議会

6 町老連グランドゴルフ大会 はにおか運動公園 健康福祉課 老人クラブ

7～
11

地区別人権教室 町内全集落 教育課
神河町人権文
化推進協議会

7 2 水 町ぐるみ健診 長谷町民体育館 健康福祉課

7 6 日
神河町図書コミュニティ公園「桜空」オープ
ン

桜空 教育課

7 13 日 夏のクリーン作戦 町内全域 住民生活課

7 20 日 夏のクリーン作戦予備日 町内全域 住民生活課

7 参議院議員通常選挙 町内全域 総務課
選挙管理委員
会

7 人権啓発講演会 グリンデルホール 教育課
神河町人権文
化推進協議会

8 2 土 第18回かみかわ夏まつり(予定) 神崎小学校
ひと・まち
・みらい課

かみかわ夏ま
つり運営委員
会

8 17 日 町遺族会平和祈念映画会 グリンデルホール 住民生活課 遺族会

9
8・
9

月
・
火

町ぐるみ健診 神崎支庁舎 健康福祉課

9 16 火 町ぐるみ健診 神崎支庁舎 健康福祉課

9 20 土 中学校体育大会 神河中学校 教育課

9 21 日 中学校体育大会（予備日） 神河中学校 教育課

9
21
～
30

日
～
火

秋の全国交通安全運動 町内全域 住民生活課 交通安全協会

10 5 日 第5回神河ヒルクライム 役場～峰山高原
ひと・まち
・みらい課

観光協会

10 26 日 町政２０周年記念式典 グリンデルホール 総務課

10 すすきの高原コンサートin砥峰 砥峰高原
ひと・まち
・みらい課

砥峰管理組合

10 中播磨ブロック老連グラウンドゴルフ大会 はにおか運動公園 健康福祉課 老人クラブ

未定

未定

未定

未定

下旬

未定
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月 日
曜
日

イベント等事業名 開催場所 担当課
主催・共催
関係団体 他

11 8 土 町ぐるみ健診 神崎支庁舎 健康福祉課

11 第15回自主防災かみかわ防災訓練（第4支部） 大山地区　各区公民館 住民生活課
自主防災かみ
かわ

11 9 日 神河町名水めぐりゆずマラニック 越知川沿線
ひと・まち
・みらい課

観光協会

11 神河町長選挙 町内全域 総務課
選挙管理委員
会

11 カーミンの収穫祭 カーミンの観光案内所
ひと・まち
・みらい課

観光協会

11 新野秋の収穫祭 新野水車の郷
ひと・まち
・みらい課

新野水車の会

11
「スポーツ立県ひょうご」グラウンドゴルフ
神河大会

はにおか運動公園 教育課

「スポーツク
ラブ21ひょう
ご」神河町連
絡協議会

11 道の駅収穫祭 道の駅銀の馬車道神河 農林政策課
道の駅運営協
議会

12 6 土 障がい者　理解促進事業（映画） グリンデルホール 健康福祉課

12 7 日 冬のクリーン作戦 町内全域 住民生活課

12 14 日 冬のクリーン作戦予備日 町内全域 住民生活課

12
26
～
30

金
～
火

町消防団年末警戒 町内全域 住民生活課 消防団

12 カーミンのクリスマス会 カーミンの観光案内所
ひと・まち
・みらい課

観光協会

12 人権・青少年健全育成合同大会 グリンデルホール 教育課
神河町人権文
化推進協議会

1 11 日 二十歳のつどい グリンデルホール 教育課
二十歳のつど
い実行委員会

1 25 日 第４９回神河マラソン大会 神河町役場周辺 教育課
神河マラソン
大会実行委員
会

1 25 日 町ぐるみ健診 神崎支庁舎 健康福祉課

1 冬の自然体験（中学校）
峰山高原リゾートホワイ
トピーク

教育課 神河中学校

2 冬の自然体験（小学校）
峰山高原リゾートホワイ
トピーク

教育課
町内連合小学
校

3 10 火 中学校卒業式 神河中学校 教育課

3 19 木 幼稚園卒園式・修園式 各幼稚園 教育課

3 20
金
・
祝

カーミンの春まつり カーミンの観光案内所
ひと・まち
・みらい課

観光協会

3 23 月 小学校卒業式 各小学校 教育課

3 24 火 小・中学校修了式 各小・中学校 教育課

未定

未定

未定

中旬

未定

未定

未定

9
(調整中)

未定

未定
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月 日
曜
日

イベント等事業名 開催場所 担当課
主催・共催
関係団体 他

3 桜華園開園 桜華園
ひと・まち
・みらい課

桜華園

3 桜華園さくらまつり 桜華園
ひと・まち
・みらい課

桜華園

3 R312感謝デー 道の駅銀の馬車道神河 農林政策課
道の駅運営協
議会

かみかわ わくWORK TRY! 神河町役場本庁舎前
ひと・まち
・みらい課

商工会未定

未定

未定

未定
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月 日 曜日 イベント等事業名 開催場所 担当課 備　考

4 24 木 神河シニアカレッジ開講式 グリンデルホール 中央公民館

5 8 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

5 24 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

6 12 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

6 21 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

6 29 日 県民芸術劇場 グリンデルホール 中央公民館

7 9 水 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

7 19 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

8 7 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

8 23 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

8 コンサート(未定） グリンデルホール 中央公民館

9
5～
7

金
～
日

第１９回神河町美術展（９月７日表彰式） 中央公民館 中央公民館

9 11 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

9 20 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

9 自衛隊コンサート(未定） グリンデルホール 中央公民館

10 9 木 神河シニアカレッジ教養講座 町民グランド 中央公民館

10 25 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

11 3
月
・
祝

ふるさと文化祭芸能発表会 グリンデルホール 中央公民館 町文化協会

11
7～
9

金
～
日

ふるさと文化祭作品展 中央公民館 中央公民館 町文化協会

11 13 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

11 15 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

12 11 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

12 13 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

12 20 土 クリスマスコンサート グリンデルホール 中央公民館 町文化協会

1 8 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

1 17 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

1～
2

24
～7

土
～
土

「文芸祭：書道展」（2月7日「文芸祭表彰式」） グリンデルホール 中央公民館 町文化協会

2 12 木 神河シニアカレッジ教養講座 グリンデルホール 中央公民館

2 21 土 成人ゼミナール 大河内保健福祉センター 中央公民館

令和７年度　公民館　事業計画表

未定

未定
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月 日 曜日 イベント等事業名 開催場所 担当課 備　考

令和７年度　公民館　事業計画表

2 28 土 神河シニアカレッジ芸能発表会・閉講式 グリンデルホール 中央公民館

3 コンサート(未定） グリンデルホール 中央公民館未定
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役　職
(フリガナ)
氏　　名

住　　所 電話番号

自宅

携帯

メールアドレス

自宅

携帯

会　計 自宅

◆個人情報の取扱いについて◆

　※神河町が取得した個人情報は、以下の目的の範囲内で利用させていただきます。

　　1. 区長会の運営において、神河町と役員様との連絡の目的で使用いたします。

　　2. 神河町の事務事業の運営において、神河町と役員様との連絡の目的で使用いたします。

　※神河町では役員様の個人情報を以下の場合において、第三者へ開示又は提供いたします。

　　1. 神河町個人情報保護条例に規定する場合において、第三者に開示又は提供いたします。

　　2. 各区での電気工事、水道工事等に係る民間事業者からの工事の開始連絡等

　　　 必要最低限の連絡を行う場合に限り、第三者へ開示又は提供いたします。

　上記の区役員について、個人情報の取扱いについて同意し報告いたします。

                  区　長　

　総務課代表メールアドレス　　soumu@town.kamikawa.hyogo.jp

　ファックス番号　　０７９０－３４－０６９１

※その他組織の役員名簿につきましては、随時各担当課からご照会させていただきますので、

　ご協力のほど何卒よろしくお願いいたします。

　　令和　７　年　　　月　　　日

※新役員が決定次第、本名簿を区長会事務局（総務課・井出）までご提出願います。

令和７・８年度 （　　　　　　　　　） 区役員名簿

区　長

　　※　携帯電話等のメールアドレスを御記入ください。

副区長
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